
  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行 国分寺市環境ひろば 
    国   分   寺   市 

ひろば
国分寺

 

環境ひろばは策定が予定されている「第三次国分寺市環境基本計画（案）」に対する意見交換を行い、

意見書を作成し、市長に提出しました。意見書の主な内容は次のとおりです。 

Ⅰ：「第三次国分寺市環境基本計画（案）」（以下「案」と言います）全般に対する意見 

1. 前回計画の水に関する環境施策（野川、用水路、湧水など）の連続性の確保 

<環境像 2050＞に「緑・水・生きもの・多様なつながり」とあるにもかかわらず、「案」において、水に

関する環境施策や取組が十分ではありません。第二次環境基本計画との連続性が確保されておらず、

特に重要施策に位置付けられていた「野川、用水路及び湧水などの地域資源の保全・活用」を継続して

取り組んでいく必要があります。具体的には、市議会による「野川流域河川整備計画早期実施に向けた

気運醸成と取組を求める決議」を踏まえた気運醸成の取組内容の充実及び強化を図るとともに成果目

標を明確にする」という要望に基づいた取組の方向性を案に反映する必要があります。 

したがって、71ページの「基本戦略の構造」において以下の点の修正を求めます。 

・基本方針 1-3を「緑と水環境の保全・創出」に変更。 

・「東京都との連携による野川河川整備計画早期実施に向けた気運醸成と取組」、「市民団体との協働によ

る野川源流スクールの拡大実施」、「野川散策など野川の普及・啓発のためのイベントの開催」を追加。 

2. 現状から課題の明確化 

第三章「国分寺市の環境の現状と課題」において、現状の説明が中心であり、何が課題であるのか

市民には理解が難しい内容となっています。経年変化の状況説明の後、例えば、「以上の現状から課

題として浮かび上がるのは～」と課題が浮き彫りになる記載が必要であり、このことで市民が「案」の理

解を深めることが可能となります。 

3. 第二次計画との連続性不足 

「案」は第二次環境基本計画との連続性が欠

け、施策体系や構成が大きく異なり、施策が大幅

に削減されています。どのような考えで「案」を検

討したのか、その検討経緯を具体的に説明してく

ださい。  

単に、セロカーボンや生物多様性の保全といっ

た社会情勢の変化に基づいて「案」の作成が動機

付けられたということではなく、市民の違和感や不

満足感にしっかり答える説明を盛りこむ必要があ

ります。 
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Ⅱ：個別の記載事項に対する意見 

1. 対象とする環境の範囲（２ページ） 

・水と水辺では取組が大きく異なるため、「②自然環境」分野の主な要素には、水を含め、「水・水辺（用

水・湧水・池・野川・井戸）」と記載してください。 

2. 計画の期間（２ページ） 

・計画の見直しについて、「社会情勢の大きな変化が生じた場合」に加え、「課題の変化、取組の進捗にと

伴い発生する変化、環境審議会や環境推進管理委員会での指摘などがあった場合、適宜必要な見直し

を行います。」と追記してください。 

3. 国分寺の概況（１）地勢・気候（１３ページ、２９ページ） 

・野川の記述が欠けているので、「…国分寺崖線に沿って国分寺市の唯一の河川である野川が流れてい

ます。」、「…崖線に向かって湧水がつくり上げた開析谷が複雑に形成されており、崖線・開析谷の随所か

ら湧水が流れ出し、それらの湧水を集めて野川が流れています。」 と追記してください。 

4. 「国分寺崖線と野川」（33ページ） 

・「国分寺区間は、東京都の野川整備計画が未着手の現状」、「市民による野川河川整備計画の早期実施

を求める署名運動」、「東京都議会への陳情・趣旨採択」、「市と市民の協働事業「野川源流スクール」の取

組」、市議会での「野川河川整備計画の早期実施に向けた気運醸成と取組を求める決議」などを追加し、

現状と課題を明示してください。 

５. 環境現状と課題の整理（一覧表）（６７ページ） 

・「自然と暮らしの共生」や「グリーンインフラの推進」について、どのような課題があって、どのような施策

につながるのか分かるよう具体的な説明を追記してください。 

６. 基本方針 1－3「緑の保全・創出」（77ページ） 

・基本方針 1-3の取組に、前計画の継続として「砂川用水の親水化検討」を明記し、その他の取組におい

ては、「緑」だけでなく「緑と水」と表記してください。 

７． 施策 2－3－2「都市整備における生物多様性への配慮」（８９ページ） 

・「・・・また、東京都とも連携を図りながら、国分寺崖線、都市計画道路の広域にわたる緑化、野川の自然

河川化された水辺の復活を待望する市民、市民活動団体と協働、気運の醸成をはかり、生物多様性に配

慮したまちづくりを推進します。」と記載してください。 

・取組②を「国分寺崖線、都市計画道路の広域にわたる緑化、野川の自然河川化に向けて東京都の河川

整備計画の早期実現を進める。」と記載してください。 

 

環境ひろばのお知らせ 

３月16日（日）午前10時～正午 市役所（新庁舎） 201会議室（泉町2-2-１8） 

『環境ひろば』は、環境（保全、回復、創造）について市民・事業者・市が自由に意見交換を行う場です。皆

さんのご参加をお待ちしています。 

（あとがき） 

「第三次環境基本計画案」は多岐にわたる内容で、

第一第、二次とは構成も異なりましたので、理解して

私見を持つことはとても難しく思いました。今だけを

切り取って考えるのではなく、過去に国分寺市がどの

ように取り組んできたのか、その事実を記録した文書

を読み、過去の歴史に学ぶこと、その上でこれからど

うすべきかを考えることが大事ではないか。そんなこ

とを痛切に感じた「ひろば」でした。     （鈴木） 


